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中
園
地
方

受

注

高

官
一
兆
繭
億
円
で
釧
%
増

国交省

24年度の受注
動態統計

農
産
物
直
売
施
設
検
討
へ

お
年
度
で
実
証
実
験
も

【
呉
】
呉
市
は
、

段
産
物
直

売
施
設
の
盤
備
に
向
け
た
検

討
に
取
り
組
む
。
お
年
度
で

圭
一
は
市
内
の
3
J
A
な
ど
で
組

ヨ
一
織
す
る
産
直
市
寒
行
奈
良
会

一
が
一
匂
つ
実
柾
実
験
に
対
し
て

一
助
成
し
、
拠
点
と
な
る
直
売

一施
設
の
規
模
や
盤
備
方
法
等

歩
!
一
の
検
討
を
行
い
、
順
調
に
い

4

一
け
ば
、
初
年
度
か
ら
幻
年
度

ま
で
で
直
売
施
般
の
整
備
を

進
め
、
市
は
整
備
に
対
し
て
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〆
s

、

支
援
す
る
。

市
内
の
段
業
者
は
、
円
四
し

ょ
部
地
域
を
中
心
に
高
齢
化

が
進
み
、
生
産
規
模
を
縮
小

し
て
い
る
人
も
多
い
こ
と
か

ら
、
市
場
出
荷
す
る
に
は
E

が
揃
わ
ず
、
ま
た
、
消
間
以
地

か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
商

品
と
し
て
流
通
し
て
い
な
い

段
産
物
も
多
い
。
こ
の
た

め
、
少
抵
の
股
産
物
で
も
日

常
的
に
販
売
を
可
能
と
す
る

IIItII:lIII:tt!UltUm 

守
本
ペ
イ
九
ト
販
売
欄

《明

ヨ
ス
ク
リ
川
町ト
診
断
士

中
，H丸
大
輔
氏

市呉

拠
点
的
な
直
売
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
が
地
域
や
段
業
を

活
性
化
さ
せ
る
と
し
て
、
生

産
地
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
直

売
施
設
へ
効
率
的
で
容
易
に

出
荷
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
こ
の
た
め
、
3
J
A
な

ど
で
組
織
す
る
呉
市
産
直
市

実
行
委
員
会
が
{
汀
つ
実
証
実

験
に
対
し
て
助
成
し
、
拠
点

と
な
る
直
売
施
設
の
規
模
、
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眼。，~古u

盤
備
方
法
等
の
検
討
を
行
う

も
の
。お

年
度
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
施
股
整
備
検
討
へ
向

け
た
補
助
金
と
し
て
5
0
0

万
円
を
計
上
。
鎚
荷
シ
ス
テ

ム
の
検
討
、
実
証
実
験
規

模
、
整
備
方
法
等
を
検
討
す

る
た
め
、
栽
培
附
習
会
や
出

荷
説
明
会
の
開
催
、
集
荷
ル

ー
ト
等
の
検
酎
の
ほ
か
、
実

証
実
験
一
を
実
一施
す
る
。
順
調

に
い
け
ば
、
町
四
年
度
か
ら
幻

年
度
ま
で
で
直
売
施
設
の
盤

備
を
進
め
、
市
は
施
設
整
備

に
対
し
て
支
援
す
る
。

0
万
円
と
な
り
、
広
島
県
、

山
口
県
で
増
額
。
土
木
工

事
・
機
械
装
恒
工
事
(
1件

5
0
0
万
円
以
上
)
で
は
応

取
県
、
岡
山
県
で
伸
び
1
・

3
%
増
の
2
0
2
8億
5

6

0
0
万
円
だ
っ
た
。

発
注
者
別
で
み
る
と
、
建

築
・
建
築
設
備
で
は
不
動
産

業
が
6
2
4
偲
5
5
0
0
万

円
で
鼠
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス

業
4
5
8億
9
6
0
0
万
円
、

製
造
業
3
8
0偲
3
2
0
0

万
円
と
続
く
。
土
木
・
機
械

装
慣
で
は
製
造
業
8
5
3惚

4
0
0
万
円
、

包
気
・ガ

ス
・
水
道
業
4
0
5
億
円、

運
輸
・
郵
便
業
2
0
4
偲
8

9
0
0
万
円
の
順
と
な
っ
た
。

同
調
査
は
、
全
国
の
建
設

業
許
可
業
者
(
約
日
万
業

者
)
の
中
か
ら
約
1
万
2
0

0
0業
者
を
対
象
に
、
毎
月

の
受
注
額
を
発
注
者
や
工
事

の
種
類
、
地
減
な
ど
の
各
項

目
別
に
調
査
、
報
告
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
の
結
果
は

引
同
年
度
の
ロ
カ
月
分
を
集
計

し
た
。
全
国
の
受
注
高
は
、

前
年
度
比
口
・
4
%
地
の
必

兆
4
1
1
1偲
円
だ
っ
た
。 本部 TEL卵子925-5530

年
間
予
一

1
1
4
一

般
的
な
一

明
日
氾
カ
-

【
福
山
】
山
陽
建
設
設
福
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
帯
分
広
町

(
三
原
市
宮
河
、
深
山
隆
発
裕
所
」
を
建
段
、
電
力

位
した一

一
社
長
)
は
、
福
山
市
供
品
開
占
禁
叫
に
参
入
す
る
。
固
定
価
一

駅
家
町
の
聞
社
遊
休
地
今
月
上
旬
に
は
、
シ
ャ
よ
り
、

A

に
、
「
(
仮
称
)
山
陽
建
l
プ
の
設
計
・
施
工
で
力
に
販
一

泊
工
。
8
月
の
完
成
を
巡
営
も
同

予
定
し
、
9
月
か
ら
の
深
山
山

稼
働
開
始
を
自
指
す
。
い
価
値
一

発
電
所
は
、
関
連
会
す
る
た
・

社
の
山
陽
プ
ロ
Y
ク
工
頃
か
ら
山

業
跡
地
約
1
万
4
8
0
2
ね
て
い

o
d
(
駅
家
町
向
永
谷
よ
り
、
一

部

l
2
)
に
、
シ
ャ
ー
プ
上
を
図

製
の
太
向
光
パ
ネ
ル
約
再
生
可
叫

4
4
4
0
枚
(
設
恒
容
の
創
出
-

E
約
1
酬
)
を
陵
町
す
る
。
き
た
い
」

山
陽
建
設
が

Ml-u

福
山
市
駅
家
町
で
着
工

9月稼働予定

1

1

1

 

建設が進むメガソラ発電所

民間等からの受注工事

E十合

公
共
機
関
か
ら
の
受
注
額
一
9
1
0
0
万
円
。
内
訳
は
国
一
1惚
2
5
0
0
万
円
で
、
岡
一
築
工
事

・
建
築
設
備
工
事

(
5
0
0
万
円
以
上
)
は
一
の
機
関
が
2
0
2
0偲
6

6
一
山、

島
根
の
2
県
で
増
え

一
(
5
億
円
以
上
)
が
6
・
4

2
・
4
%
増
の
5
8
3
1
億一

0
0
万
円
、
地
方
が
3
8
1
一
た
。
一
方
、
民
間
で
は
、
建
一

%
培
の
1
8
1
2偲
7
0
0

劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
強
覇
考
え
る
」
る
。
こ
れ
に
対
し
て
塗
る
だ
り
こ
と
が
で
き
る
」

の
劣
化
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
l
l
塗
膜
型
剥
落
防
止
シ
ス
工
法
は
、
言
葉
の
通
り
盈
る
だ

1
特
に
ど
の
よ
う
な
方
に

卜
片
が
剥
落
し
、
歩
行
者
や
車
テ
ム
と
一時
讃
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
け
な
の
で
連
続
繊
維
シ
l
ト

参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。

両
に
沼
下
す
る
事
故
は
全
国
い
て
。
の
加
工
も
必
要
な
く
、
形
状
の
「
発
注
者
や
建
設
コ
ン
サ
ル

で
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
渋
滞
「
塗
膜
型
事
抽
防
止
ン
ス
テ
ま
ま
塗
る
だ
け
で
剥
溶
防
止
ク
ノ
卜
だ
け
で
な
く
、
元
諮
・

緩
和
等
を
目
的
に
多
く
の
高
ム
(
タ
フ
ガ
ー

ド

Q

R
工
が
可
能
。
4
工
程
・
最
短
2
日
下
諮
問
わ
ず
補
修
の
関
連
業

架
橋
(
跨
道
橋
・
跨
線
橋
)
が
建
法
)
に
は
大
き
な
2
つ
の
ポ
イ
闘
で
の
施
工
が
可
能
と
な
る
者
の
方
々
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ン
卜
が
あ
る
。
-
つ
目
は
塗
る
た
め
、
従
来
工
法
と
比
べ
て
エ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
を
行
い

老
朽
化
し
た
橋
か
ら
コ
ン
脚
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
『
コ
ン

高
架
栴
が
設
値
さ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
。
従
来
の
剥
事
に
伴
う
交
通
規
制
回
数
や
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
、
い

ク
リ
l
ト
片
が
剥
稽
・
落
下
す
ク
リ
l
ト
の
剥
落
防
止
と
塗

箇
所
は
交
通
E
の
多
さ
や
線
港
防
止
工
法
は
連
続
繊
維
シ
高
所
作
業
車
作
業
回
数
も
短
ず
れ
の
方
に
も
参
考
に
し
て

る
事
故

が

相

次

ぎ

、

管

理

者

が

・

』

;

L

i

;

縮
で
き
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
い
た
だ
け
る
と
思
つ
」

緊
急
点
検
を
実
施
す
る
な
は

6
月
6
日

広

島

フ

ォ

ー

ラ

ム

こ

登

場

れ

る

。

|
怠
気
込
み
や
参
加
予
定

広
島
市
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
罰

，
J

E

λ

E

t

p

t

一司
瓦
具
¥
2
つ
目
は
伸
び
る
塗
肢
で
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。

落
防
止
に
対
す
る
関
心
が
特

・

-U
芭

5
ご

す

同

喜

志

上

。

E
関
一
星
宿
あ
る
と
い
寸
」
と
。
コ
ン
ク
リ

ザ凶
悪
時
間
を
い
た
だ
い

詰

ま

り

を

見

せ

る

中

、

「

ま

塾

之

f
s」
悲

喜

開

H

]
其
短
繭

l
ト
は
ひ
ひ
割
れ
を
起
こ
す
て
躍
就
い
た
だ
く
の
三

さ

に

タ

イ

ム

リ

ー

な

内

容

」

と

こ

と

で

中

性

化

や

塩

寄
な
と
る
だ
け
工
法
の
良
さ
を
わ
か

な
る
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
膜
型
剥
落
防
止
シ
ス
テ
ム
に
路
・
道
一
密
官
跨
い
で
い
る
こ
と
l
卜
(
ビ
ニ
ロ
ン
メ
ッ
シ
ュ
等
)
の
劣
化
因
子
が
浸
入
し
ゃ
す
り
ゃ
す
く
、
丁
寧
に
説
明
で
き

の
補
修
・
補
強
に
関
す
る
フ
ォ
つ
い
て
』
を
テ
!
?
に
登
壇
予
か
ら
通
常
の
剥
落
防
止
工
事
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
等
を
用
い
く
な
る
が
、
ひ
び
割
れ
を
完
全
れ
ば
」

ー
ラ
ム
2
0
1
3
』
が
6月
6
定
の
中
丸
大
輔
氏
に
、
静
演
の
よ
り
も
難
工
事
に
な
り
や
す
て
察
官
す
る
工
法
だ
が
、
隔
地
梁
に
防
止
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
『
コ
ン

日
の
午
後
工
時
か
ら
、
広
島
市
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。
く
、
施
工
費
も
筒
く
な
る
た
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
は
出
隅
塗
る
だ
け
工
法
は
、
優
れ
た
伸
ク
リ
l
卜
の
劣
化
と
補
修
工

南
区
比
治
山
の
南
区
民
文
化

|
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
の
め
、
大
多
数
の
施
工
箇
所
が
未
や
入
隅
、
配
管
等
が
あ
る
た
び
率
(
必
%
)
と
ク
ラ
ッ
ク
追
悼
山
「
選
定
の
考
え
方
』
(
総
師
H

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
現
状
に
つ
い
て
。
実
施
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
連
続
繊
従
性
(
1
・
9
凹
)
が
あ
り
、
コ
極
東
興
和
・
江
良
和
徳
氏
)
と

(
一
社
)
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
「
永
久
的
に
耐
久
性
が
あ
る
し
か
し
、
剥
落
防
止
工
事
を
行
経
ン
l
ト
を
加
工
・
壊
守
る
ン
ク
リ
l
ト
に
ひ
び
割
れ
が
の
2
本
立
て
。
中
丸
氏
の
講
演

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
(
徳
納
武
使
と
考
え
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
う
こ
と
で
落
下
車
放
を
防
ぎ
、
の
は
施
工
効
率
が
良
く
な
い
。
生
じ
て
も
塗
肢
は
割
れ
ず
、
劣
は
午
後
4
時
日
分
か
ら
行
わ

会
長
)
ら
の
主
催
で
毎
年
聞
か
リ
l
卜
構
造
物
だ
が
、
中
性
歩
行
者
や
車
両
等
の
安
全
を
ま
た
、
5
1
6
の
工
程
と
5
日
化
因
子
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
れ
る
。

れ
、
今
年
は
全
国
お
力
所
を
行
化
・
塩
害
-
A
S
R
等
に
よ
る
守
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
間
程
度
の
工
期
も
必
要
と
な
部
に
浸
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ

岡
山
、
山
口
、
島
根
の
3
件
が
2
桁
増

国
土
交
通
省
が
ま
と
功
た
平
成
M
年
度
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

中
園
地
方
の
受
注
高
は
5
県
で
1
兆
7
2
2
7偲
3
8
0
0
万
円
と
な
り
、
お
年
度
に
比
べ

8
・
1
%
増
え
た
。
県
別
で
は
広
島
、
鳥
取
両
県
で
前
年
度
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
岡
山
、
山

口、

島
根
の
3
県
で
は
2
桁
増
を
示
し
た
。
一
元
請
・
下
請
別
で
は
、
元
前
受
注
廿
聞
が
工
兆
1
2

3
6
億
2
0
0
0
万
円
で
2
・
6
%
増
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
下
請
受
注
高
は

m
・
4

%
増
の
5
9
9
1
惚
1
8
0
0
万
円
と
大
き
く
伸
び
た
。
ま
た
、
業
種
別
で
は
総
合
工
事
業

が
工
兆
1
3
9
9
惚
a
e
o
o
万
円
で
8
・
o
%
増
、
設
備
工
事
業
が
3
9
3
9
億
3
5
0

0
万
円
で
幻
・
9
%
抱
え
る
一
方
、
職
別
工
事
業
は
1
9
4
8億
3
9
0
0
万
円
で

u
・
2

%
減
っ
た
。
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あ
い
さ
っ
す
る
高
松
支
部
長


